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SARプログラムについて学ぼう

　“おうち性教育”ブームのなかで性教育に対する社
会的関心が高まり、性にまつわる支援の必要性が強調
されるなかで、性教育や支援に携わる人の育成やスキ
ルアップは大きな課題である。また、包括的セクシュ
アリティ教育においても、子どもや若者が性に対する
態度や価値観に気づき、見直していくことは中核的な
学習目標とされており、教育や支援にあたる実務家が
まず、自分自身の性に対する態度に向き合うことが求
められる。〈教える〉学習から〈対

ダイアログ

話〉による学び合
いへと、教育や支援のあり方の変化が求められている
今、性に関する実務家が対話を通して、性の学びを深
めていく必要がある。
　性に関する教育や支援に関わる人が、性に関する自
己の価値や態度と向き合い、再構築するための研修プ
ログラム SAR（Sexual Attitude Reassessment）は、
諸外国の代表的な性科学・性教育団体において、その

受講が「専門家認定」の条件にされているものであ
る。呼び名や研修の形式はさまざまであるが、いずれ
も自己覚知を目指した構造化された小グループ体験を
通した学びであり、視聴覚刺激（映像）が多用される
という特徴がある。日本でも SAR の紹介や「価値観
や態度の見直し」を導入したプログラムが試行されつ
つある。
  SEE（Sexuality Education & Empowerment）で
は、諸外国の代表的な研修内容を紹介しながら SAR
の目的や手法を知り、日本の文化的・社会的文脈に沿
った SAR 研修について考えていくためのワークショ
ップとして、日本性教育協会（JASE）の協賛により

「みんなで考えよう 私たちの SAR プログラム」を開
催した。性にまつわる価値のなかでも、今回は「関係
性における性」と「性の安全」をキーワードに、暴力
や支配をテーマにした対話を体験するため、ゲスト講
師として藤岡淳子さん（大阪大学大学院名誉教授・一
般社団法人もふもふネット代表理事）をお招きした。
　本企画は、2022 年２月 27 日（日）に対面でのワ
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　近年、性の多様性が言われるようになったが、その
研修の多くは LGBT など、性的マイノリティのあり
ようを解説するものである。しかし、セクシュアリテ
ィの多様性は、性自認や性的指向だけではない。性に
は「自然」や「不自然」という価値が付与されており、
時代によっても異なるもので、個人や社会の都合で変
わっていくことを知っておく必要がある。
　1970 年代に WHO が性の健康を定義した文書に

「人間のセクシュアリティの中核的要素」として入
っていたのが、セクシュアル・プレジャー（sexual 
pleasure）である。 プレジャーというと、直感的に

「性的快感、快楽、喜び」といったイメージが浮かぶ
かもしれない。この概念が comfortable、つまり、心
地よい、抵抗がない、話題にしやすいものであるかど
うか。最近、これがキーワードとして注目されている
のは、性の健康と性の権利をつなぐ「忘れ去られて
きたリンク（forgotten link）」として、「性の健康－
性の権利－セクシュアル・プレジャー」のトライア
ングル・アプローチが提唱されたからである（GAB, 
2016）。GAB（注１）の定義を採用した WAS（性の健康
世界学会）のセクシュアル・プレジャー宣言を読む
と、言葉だけを聞いて直感的に感じたものとは違う印
象を持つだろう。このように、深く考えたことがない
性に対する自分自身の価値観、信念、態度を、人工的
な場を作り出して向き合うのがSARのねらいである。
　自分の価値観、信念、態度を知るというのは、
WHO やユネスコが策定した国際セクシュアリティ教
育ガイダンスでの学習目標にも掲げられている。「2.1 
価値観とセクシュアリティ」における「自身の価値
観、信念、態度を知ることは、それらに一致する性的
行動をとるために必要である」という 15 ～ 18 歳の
学習目標は、生徒だけでなく専門職にとっても求めら
れよう。自分自身の価値観、信念、態度を知るという
ことをしてきたか。異なる価値観や態度と対立したと
きに、どうするか考えてきたか。価値観の違いによっ
て起こるさまざまな対立があり、例えば、宗教的な価
値観において避妊や中絶は絶対的な禁止事項になって
いるとき、クライエントに避妊や中絶を自己決定の選
択肢の一つにできないことがある。しかるべきところ
にリファー（注２）することで、対立を解決することが
できるなど、事前に考えておくことが大切である。
　性を扱う専門職にも「価値観」の振り返りと再構

ークショップ形式で開催された。大阪府立大学 I-Site 
なんばの会場にて、10時から16時30分の6時間半（休
憩含む）の１日間研修であった。まん延防止等重点措
置の要請下であったことから直前に参加を見合わせる
方もあったが、後日の動画視聴者を含めて 20 名の参
加があった。当日は参加者と講師で対話を深めた。以
下、セミナーの概要を報告する。

性に対する信念・態度・価値観　　

　まず、東優子（SEE 共同代表・大阪公立大学教授）
から、「SAR： 性に対する態度をみなおす・再評価す
る・再構築する研修について」の講義がなされた。
　社会には、性に対するさまざまな信念や態度、価値
観があり、そのなかには偏見や内在化された特権意識
が反映したものもある。「子育ては異性愛男女に限定
すべき」「マスターベーションは悪いことではないが、
やりすぎてはダメ」「浮気はダメ！絶対！」など、さ
まざまな言説がある。SAR 研修は、自分自身がどう
いう信念、態度、価値観を持っている人間なのかを知
り、偏見や価値観を再構築していくためのプログラム
である。「自分と出会い直す研修」ともいえる。
　性科学者のミルトン・ダイアモンド（Milton Dia-
mond）は、性を扱う際に気をつけるべきポイントと
して、次の３点を挙げている。まず、性に関して、あ
る種の感情や態度が伴わない「事実」は存在しないこ
と。そして、一般的な話題や全体的な傾向について話
したり、教えたりすることの必要性がある一方で、一
人一人の人間は「平均」と一致することもあれば、劇
的に異なることもあり、その人の問題を個別化するこ
とが重要であること。さらに、「何がどうである（事
実）」「何がどうあるかもしれない（可能性・仮説）」

「何がどうあるべき（価値）」のそれぞれは明確に区別
して語られなければならない、ということである。性
に対する価値は、常に意見が分かれ、流動的なもので
ある。
　「事実」をも変色させる個人や社会の都合の一例
として、“Good”な性のありよう（正常・自然・健
全・神聖）と、“Bad”な性のありよう（異常・不自
然・病的・罪深い）を挙げたのは、ゲイル・ルービン

（Gayle Rubin, 1984）であるが、こうした個人や社会
の性に対する価値や態度を読み解く必要がある。
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築が求められるのは、性教育へのアプローチの変化
とも関わっている。価値観や道徳観を教え込むこと
から、価値ニュートラルな態度が求められるように
なり、どうすべきか指示を出すやり方から、オープ
ン・ディスカッションによる方法へと変わりつつある

（Paalanen, 2018）。

SARプログラムの実際

　SAR プログラムは、1970 年代に米国で提唱され、
欧州や英語圏を中心に世界各地で広く活用されている
ものである。性を扱う専門職の資格認定（性教育の実
践者を含む）にあたり、自分自身の信念、態度、価値
観、偏見と向き合い、修正や改善が必要な場合、それ
を再構築するための研修プログラムとして SAR の受
講を要件にしている例がある（例：全米性教育者・カ
ウンセラー・セラピスト協会、 オーストラリア性科学
学会、北欧性科学学会など）。
　さまざまな書籍や研究論文が出されているが、最初
期の Britton ＆ Dunlap により紹介されているのは、
講義が 40％、メディアに曝露される時間が 40％、グ
ループワークから個別面談までも含む対話が 20％と
いう構造である。メディア視聴は、鑑賞ではなく、感
じることが重視され、SEM（sexually explicit mate-
rial：性的に露骨・卑猥に感じられるような映像）が用
いられる。SAR の目的は、あくまでも自己探求、自
己理解のためのものであり、一般的な勉強や知識の習
得が目的ではないと十分に理解しておく必要がある。
性的な刺激にさらされるため、個人のトリガーがある
かもしれない。個人の問題解消を目的としたセラピー
ではないことが明確にされている。

　SAR の実際として、いくつか例を挙げたい。まず、
オーストラリア性科学学会では、性教育者とセックス

セラピスト認定に「臨床サイコセクシュアル教育者」
「臨床サイコセクシュアルセラピスト」の２種類があ
り、性科学に関する講座・研修を 216 時間以上受けな
ければならない。性教育者は、教育に関する何らかの
資格が必要で、セラピストは、セラピストの資格に加
え、性に関する臨床経験が求められる。どちらも 12
時間以上の性に関する態度や価値の自己評価を行う。
　性科学で学位が取得できるカーティン大学大学院で
の SAR 教育は、セクシュアリティの基礎を網羅した
一週間の集中講義（40 時間）として開講され、討議
やブレインストーミング、ビデオ視聴やゲストの招聘
も行う。毎朝のリフレクション（ふりかえり）で、自
分がどう感じたか、その影響要因などを深く内省す
る。また、今後の仕事にどう活かせそうかを考える。
一週間の SAR はコミュニケーションスキルの醸成に
も役立つ。個人としても、専門職としても、自分のト
リガー（引き金）が何なのか、何が OK で何が NG な
のかを知っておくことは、非常に有益な経験になる。
授業担当者でコーディネーターのジャッキー・ヘンド
リック（Jacqui Hendrik）によると、課題や視聴覚
教材の選択が難しく、一週間あっても時間は常に足り
ないとのことであった（詳しくは、SEE 作成動画『世
界の学校性教育：それぞれの国における課題の乗り越
え方』を参照されたい）。

https://see-international-video.peatix.com/view

　別のプログラム例として、WAS 国際会議南アフ
リカ大会の参加者限定で開催されたワークショップ

（2021）が紹介された。WAS と南アフリカ性科学学
会の共催による２日間のプログラムである。２日間と
いうのは、資格認定の条件になっている場合などで
は、おそらく標準的な日数であると思われる。初日に
イントロダクション、グランドルールの説明、自己紹

構造化されたグループ体験
（Britton and Dunlap 2017）

n講義／ゲストスピーカー 40%

nメディア曝露（exposure)40%

n少人数によるグループ
ワークや対話

刺激材料としてのSEM（sexually explicit 

material）は必須アイテム．鑑賞するの
ではなく，感じることが大事

20%
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介がファシリテートのトレーニングを受けた専門家に
よって進行される。
　「セックスとは何か」「BDSM」（注３）「バウンダリーを
押し広げる」「エロティック・バディ」というテーマ
が設定された４部構成で、各テーマにつき数分の動画
を連続で８本程度視聴して、ディスカッションすると
いうのが基本形である。主催者が選んだ動画には、さ
まざまな人種やシチュエーション、障害、セクシュア
リティ等が描かれている。すべての動画は SEM とし
て比較的「刺激が強い」ものだが、ポルノとして作ら
れたものだけでなく、ドラマやミュージックビデオの
クリップを使ったものなども含まれる。挿入行為を伴
うものに限らず、さまざまな性的行為・行動が描かれ
ており、多様性が網羅されること、価値観の葛藤を喚
起しやすいものであることなどが教材として選ばれる
ポイントになっている。動画だけでなく、同様の基準
で選出された多彩なゲストによるミニ講演もプログラ
ムに組まれている。
　こうした動画視聴・ゲストスピーカーによるお話の
後、各自でジャーナリング（書き留めるワーク）を
し、さらに小集団による感想の共有、「ふりかえり」
が展開されていく。各テーマについて、このパターン
が４回繰り返されるというのが、２日間のプログラム
の概略である。
　前述のように、SAR にはいろいろな形式があり、
呼び名も SAR とは限らない。最後に、講師（東）の
ハワイ大学大学院での経験から２つの事例が紹介され
た。まず、Pacific Center for Sex and Society では、
週１回のペースで少人数のゼミ形式で、通称「セック
ス・セミナー」が開催され、10 人程度のほぼ固定し
たメンバーが、セクシュアリティに関する様々な話題
を学んだという。ゲストを招聘し、長めの動画を観て
ディスカッションを行うほか、フィールドワークやイ
ベントがある。通年で行うため、相当な時間、繰り返
しさまざまなものに触れることで新しい文化を知る。
SAR とは呼ばれていなかったものの、プログラムの
内容はまさに意識していなかった内なる優生思想や差
別や偏見に気づく、向き合う、自分と出会い直すもの
であった。
　また、大学院のソーシャルワーク修士課程にも、セ
クシュアリティに特化した科目が設けられていた。そ
こで例えば、対人援助の場面において、価値ニュート

ラルな言葉を用いたとしても、非言語的なメッセー
ジ（緊張した表情、そわそわした手元、耳が真っ赤な
ど）がパワーを示すこともある、ということを学び、
こうしたパワーを意識化するワークとして、クライエ
ント役、ソーシャルワーカー役、観察者役の三人一組
になり、非言語的・言語的なメッセージをフィードバ
ックするワークを行うこともあったという。ある日の
プログラムでは、マスターベーションという言葉につ
いて、否定的な表現の代わりになるものを書き出すゲ
ームをしたり、スラングを出し合ったりすることもあ
った。相手が隠語や俗語を使っているのを支援者が専
門用語に置き換えることが、利用者への拒否のメッセ
ージとして伝わることもあるからだ。マスターベーシ
ョンという用語を教室で口にすることで、他の用語

（「数学」「うがい」など）との感じ方の違いに気づくこ
ともできる。

日本におけるSARプログラム開発のために

　このように、SAR にはさまざまなプログラムがあ
るが、性に対する自分自身の態度を再評価するという
点で共通している。典型的には、資格認定制度と絡め
て 16 時間程度（２日間）の短期研修が一般的だが、
40 時間程度（一週間）の集中講義、もしくは大学の
授業等で繰り返し継続的に学ぶものもある。

　SAR を評価するには、そのプログラム内容が SAR
の達成目標に達するのにふさわしいものかを考えなけ
ればならない。刺激の強い動画に曝露させることが目
的化しないよう、どういった教材がどういった目的・
目標に適切なのかを吟味する必要がある。その際に
は、受講生の文化・社会的背景、肩書や職業も考慮す
る必要があり、それによってプログラムの中身は変わ
ってくる。また、SAR 研修への参加そのものがトラ



5

現代性教育研究ジャーナルTHE JAPANESE ASSOCIATION FOR SEX EDUCATION

ウマ体験にならないよう、トレーニングを受けた専門
家によるフォローアップ体制も必要となってくる。し
かし実際には、受講生の数の問題などが影響して、な
かなかそこまできめ細やかな対応やプログラム構成が
できていない例が多いのではないかと想像する。
　これから日本でも、性教育の実践者をはじめ、性の
諸問題にかかわる専門職については価値観や態度を見
直す研修の実施が広げていく必要があるが、その前段
階として（あるいはそれと平行して）SAR プログラ
ムの目的や方法について、諸外国の成果や教訓を活か
しつつ、改善点を見つけ、それを共有していくことに
より、日本の文化や社会の文脈に即した、性教育に関
わる専門職に対して有効なプログラムを作っていけれ
ばと思う。

性に対する自分の態度に気づく

　講義のあとは SAR に関する質疑を行い、午後から
はワーク形式の学習に移った。安全な場で対話を行う
ため、グループワーク開始前に守秘と意見の尊重につ
いてのグランドルールを説明した。
　野坂祐子（SEE 共同代表・大阪大学大学院准教授）
と吉田博美（SEE 事務局長・駒澤大学学生相談室臨
床心理士）の進行により、小グループに分かれ、日常
生活で体験した性にまつわる体験を振り返ることを目
的に、「自分の性への態度や価値観に影響を与えた体
験は？」をテーマにした話し合いを行った。小グルー
プでは、それぞれの個人的な体験として、幼少期や思
春期の体験から、成人になってからの人生経験など、
幅広く話が出たようだった。
　そのあと、全体のサークル（円座）になり、小グル
ープで話し合ったことで何を感じたかを共有した。エ
ピソードの詳細を問うのではなく、自分の体験を思い
出したり、それを言葉にしたり、聴いてもらったりす
る体験が「どのように感じられたか」に気づくことを
重視した。忘れていたわけではないものの、思い出す
ことのなかったエピソードが語られたり、何気ないで
きごとがその後の自分の行動や生き方に影響している
こともあったりする。
　初めて顔を合わせるメンバーもあったが、お互いの
話を聞き、感想を共有するなかで、次第に表情がやわ
らいでいくのが印象的であった。

「暴力や支配」について考える

　後半は、ゲスト講師の藤岡淳子さんの進行で、関係
性における性をテーマに「暴力や支配」について考え
るワークを行った。「１. いま私が感じているのは…」
から「12. 今日、私が学んだことは…」までの 12 問
のセンテンスが書かれたワークシートを使用して、「一
問一答サークル」を行った。センテンスには、「私の
職場で、セクハラは…」「暴力が起きるのを防ぐのに
人々がするべきことは ･･･」など、さまざまな性的言
動や暴力にまつわる刺激語が含まれていて、自分の頭
に浮かんだことを文章にして順に述べていく手法であ
る。スタッフも含めた参加者全員が自分の意見を述べ
ていき、一巡してから全体で気づいたことや思ったこ
とを話し合う。

　ワークの課題を口にしてみると、改めて「自分が思
っていたこと」に気づくことができ、サークルのメン
バーの意見を聞くと「なぜ、自分はそう思ったのか」
をさらに深く考えることになる。シンプルなお題だ
が、回答は類似したものもありながら千差万別で、そ
う思うに至った理由や背景は実にさまざまであった。
個人的な体験だけでなく、援助者としての境界線のあ
り方に気づく場面もみられた。
　さまざまなトピックスのなかでも、「もし露骨に性
的な文章や写真を受け取ったら私は ･･･」のお題で
は、この文章から受ける印象やイメージに個人差が大
きいことがわかり、議論は大いに盛り上がった。性暴
力だと認識する場合もあれば、相手や文脈によって危
険なものとは限らないという意見など、さまざまなコ
メントがあがり、それがまたメンバーの感覚や価値観
の振り返りにつながったりした。もちろん、このワー
クには正解はなく、「どう感じたか」「なぜそう思うの
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か」を考えることが学習の目的である。その点で、ワ
ークの盛り上がりは SAR の導入体験としても、とて
も有意義なものだったと思われる。

安全な場をつくること

　「みんなで考えよう 私たちの SAR プログラム」と
題した SEE セミナーでは、SAR とは何かという基本
を共有し、SAR の導入体験として２つのワークを実
施した。これから日本でもさまざまな SAR が開発さ
れていくことが期待されるなか、まずはその意義や方
法を性教育実践者に周知していく必要があるだろう。
　そして、SAR のような自己覚知を目的とした研修
では、学び合いのための安全な場づくりが肝要であ
る。とりわけ性に対する内容は、不快さや不調、葛藤
を生じさせるトリガーとなりうる刺激が含まれること
は避けられず、だからこそ SAR が必要であるわけだ
が、安全な場づくりや適切な課題を選定することの重
要さを再認識した。今回、藤岡淳子さんを招いてワー
クを実施していただき、グループの対話を深めるため
のファシリテートのスキルから学ぶところが多かっ
た。
　今後も引き続き、SEE では、よい学びの場、支援
者の育ちの機会を作っていきたい。対話を中心とした

性教育の進展に向けて、さらに取り組んでいくつもり
である。
　なお、今回の研修の講義を担当した東優子による

「SAR（Sexual Attitudes Reassessment）：性に対す
る態度をみなおす・再評価する・再構築する研修に
ついて」の解説は、受講後アンケートで寄せられた
ご意見を踏まえ、説明を補足した研修動画を Peatix

（https://see-sar-video.peatix.com/view） で 販 売 中
である。

【注】

（注 １）GAB（Global Advisory Board for sexual health and 

well-being）という「性と生殖に関する健康と権利」の専

門家グループ。

（注 ２）リファーとは、自分では十分に力になれないと感じら

れるクライアント（相談者）を、よりふさわしい人や機関

に申し送りする（紹介する）こと。

（注 ３）BDSM（ビー・ディー・エスエム）とは、人間の性的

な嗜好の中で嗜虐的性向をひとまとめにして表現する言葉

である。「B」…Bondage（ボンデージ）、「D」…Discipline（デ

ィシプリン）、「SM」…Sadism & Masochism（サディズム 

& マゾヒズム）　


